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（
一
） 

藤
原
教
長
の
『
風
雅
集
』
入
集
歌 

 

稲 

葉 

美 

樹
＊  

 

キ
ー
ワ
ー
ド 

藤
原
教
長 

『
貧
道
集
』 

『
風
雅
集
』 

保
元
の
乱 

庭 
 

は
じ
め
に 

藤
原
教
長
（
天
仁
二
年
〔
一
一
〇
九
〕
―
治
承
四
年
〔
一
一
八
○
〕
頃
）
は
、

崇
徳
天
皇
歌
壇
の
主
要
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
『
初
度
百
首
』
、
『
久
安
百
首
』
、

『
句
題
百
首
』
の
ほ
か
、
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
九
月
九
日
と
長
承
元
年
（
一

一
三
二
）
一
二
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
『
内
裏
十
五
首
歌
会
』
な
ど
の
崇
徳
天
皇

主
催
の
和
歌
行
事
に
出
詠
し
て
い
る
。
保
元
の
乱
に
連
座
し
、
家
集
『
貧
道
集
』

八
二
七
の
詞
書
に
見
え
る
よ
う
に
、
常
陸
国
の
「
し
た
の
う
き
島
（
信
太
の
浮
島
）」

に
流
さ
れ
、
六
年
後
の
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
に
召
還
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
東

山
や
高
野
山
に
住
ん
だ
が
、
そ
の
間
も
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
八
月
の
『
太
皇

太
后
宮
亮
経
盛
歌
合
』、
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
一
二
月
『
広
田
社
歌
合
』、
治

承
二
年
（
一
一
七
八
）
三
月
『
別
雷
社
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
し
て
い
る
ほ
か
、
自

身
、
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
以
前
成
立
の
『
廿
五
名
所
歌
会
』、
承
安
二
年
閏
一

二
月
の
『
東
山
歌
合
』
な
ど
を
主
催
し
、
承
安
三
年
頃
行
わ
れ
た
『
三
井
寺
山
家

歌
合
』
で
は
判
者
を
務
め
て
い
る
。 

勅
撰
集
に
は
、
三
七
首
入
集
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、『
詞
花
集
』
二
首
、『
千

載
集
』
一
〇
首
、『
新
古
今
集
』
一
首
、『
新
勅
撰
集
』
一
首
、『
続
後
撰
集
』
二
首
、

『
続
古
今
集
』
一
首
、『
続
拾
遺
集
』
一
首
、『
新
後
撰
集
』
二
首
、『
玉
葉
集
』
三

首
、『
続
後
拾
遺
集
』
一
首
、『
風
雅
集
』
五
首
、『
新
千
載
集
』
一
首
、『
新
拾
遺

集
』
二
首
、『
新
後
拾
遺
集
』
一
首
、『
新
続
古
今
集
』
四
首
で
、
教
長
の
活
躍
期

に
近
い
時
期
に
成
立
し
た
『
千
載
集
』
に
次
い
で
多
く
入
集
し
て
い
る
の
が
『
風

雅
集
』
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
大
坪
利
絹
氏
の
ご
調
査
に
よ
る
と
、『
風
雅

集
』
入
集
歌
人
は
五
六
七
人
で
、
そ
の
う
ち
、
一
首
の
み
入
集
し
て
い
る
歌
人
は

二
九
九
人
、
二
首
入
集
歌
人
が
八
九
人
、
三
首
入
集
歌
人
が
四
七
人
、
四
首
入
集

歌
人
が
二
二
人
（
注
一
）
で
、
こ
れ
ら
で
八
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る

と
、
五
首
は
少
な
い
と
は
い
え
な
い
。『
玉
葉
集
』
に
も
三
首
入
集
し
て
お
り
、
京

極
派
歌
人
に
評
価
さ
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
教
長
の
歌
風
は
、
京
極

派
の
そ
れ
と
は
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
教
長
に
つ
い
て
は
、「
歌
学
者

ら
し
く
古
今
集
以
下
の
古
典
を
よ
く
こ
な
し
た
伝
統
尊
重
主
義
者
で
、
作
風
は
平

板
で
あ
る
。」（
注
二
）、「
歌
風
は
『
古
今
集
』
以
来
の
伝
統
に
忠
実
で
あ
る
が
、

同
時
代
の
頼
政
、
俊
恵
な
ど
の
歌
に
比
す
る
と
平
板
で
あ
る
。」（
注
三
）
な
ど
と

さ
れ
る
。
次
の
よ
う
な
歌
が
こ
れ
に
相
当
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

＊
い
な
ば
・
み
き 

 

埼
玉
大
学
教
養
学
部
非
常
勤
講
師 



 

（
二
） 

（
立
春
歌
） 

 
 

見
渡
せ
ば
よ
も
の
山
べ
の
か
す
め
る
を
春
立
ち
ぬ
と
は
い
ふ
に
ぞ
有
り
け
る 

春
た
て
ば
氷
の
涙
う
ち
と
け
て
今
日
ぞ
鳴
く
な
る
谷
の
鶯 

み
よ
し
野
の
山
路
の
雪
を
け
さ
み
れ
ば
と
く
る
や
春
の
し
る
し
な
る
ら
ん 

（『
貧
道
集
』
三
～
五
）（
注
四
） 

 

四
番
歌
は
次
の
歌
を
本
歌
と
す
る
。 

 

二
条
の
き
さ
き
の
は
る
の
は
じ
め
の
御
う
た 

雪
の
内
に
春
は
き
に
け
り
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ほ
れ
る
涙
今
や
と
く
ら
む 

（『
古
今
集
』
春
上
、
四
） 

 

上
句
の
内
容
は
本
歌
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
下
句
で
鳴
く
鶯
を
描
い
た
点
に
違
い
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
程
度
で
あ
る
。
三
・
五
番
歌
は
い
ず
れ
も
『
古
今
集
』
的
な

理
知
的
な
歌
で
、
と
り
た
て
て
工
夫
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
歌
ば
か

り
で
は
な
い
が
、
平
板
と
い
う
指
摘
を
否
定
で
き
な
い
作
が
少
な
く
な
い
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。 

一
方
、
京
極
派
の
和
歌
の
特
色
に
つ
い
て
、
福
田
秀
一
氏
は
以
下
の
よ
う
に
ま

と
め
て
い
る
（
例
歌
お
よ
び
一
部
の
注
記
を
省
略
す
る
）。 

  
 

一
、
題
材 

 
 
 

１ 

叙
景
と
抒
情
を
よ
く
分
離
し
て
ゐ
る
。
即
ち
叙
景
歌
は
自
然
の
観
照

に
、
抒
情
歌
は
感
情
の
観
照
に
、
そ
れ
〲
徹
し
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
。 

 
 
 

２ 

光
線
や
明
暗
の
感
覚
を
捉
へ
た
も
の
が
多
く
、
そ
の
中
で
も
薄
明
（
曙

や
夕
暮
、
或
い
は
霞
や
雲
を
通
る
光
、
林
を
洩
れ
来
る
光
、
星
の
光
等
）

を
好
ん
で
詠
ん
で
ゐ
る
。 

 
 
 

３ 

色
彩
感
覚
の
鮮
か
な
歌
も
多
い
。 

 
 

二
、
発
想 

 
 
 

１ 

風
景
や
感
情
の
時
間
的
な
推
移
や
経
過
を
歌
つ
た
も
の
が
多
い
。 

 
 
 

２ 

そ
の
結
果
で
も
あ
る
が
、
対
象
を
動
的
に
把
握
し
た
も
の
が
あ
る
。 

 
 
 

３ 

対
象
（
自
然
や
感
情
）
や
そ
の
動
き
を
、
対
比
的
・
対
照
的
に
捉
へ

た
作
も
多
い
。 

 
 

三
、
手
法 

 
 
 

１ 

対
象
の
本
質
を
凝
視
し
、
写
実
に
徹
し
よ
う
と
し
た
も
の
が
多
い
。 

 
 
 

２ 

感
覚
的
に
鋭
い
も
の
が
あ
る
。 

 
 
 

３ 

閑
寂
な
情
趣
を
詠
じ
た
も
の
も
多
い
。 

 
 

四
、
表
現
（
声
調
・
修
辞
） 

 
 
 

１ 

係
助
詞
「
ぞ
」
の
頻
用
が
目
立
つ
。 

 
 
 

２ 

い
は
ゆ
る
双
貫
句
法
（
対
比
・
列
挙
の
句
法
）
を
用
ゐ
た
も
の
が
多

い
。 

 
 
 

３ 

万
葉
の
語
句
を
採
つ
た
も
の
も
多
い
。（
注
五
） 

 
ま
た
、
岩
佐
美
代
子
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

Ａ 

実
景
、
特
に
そ
の
光
と
動
き
を
目
に
見
る
よ
う
に
迫
真
的
に
描
写
す
る

叙
景
歌 



 

（
三
） 

Ｂ 

心
の
深
層
を
「
心
が
心
を
見
る
」
形
で
観
照
分
析
し
、
そ
の
様
態
を
詳

細
正
確
に
表
現
す
る
抒
情
歌 

Ｃ 
散
文
的
抽
象
的
思
念
を
、
正
面
か
ら
堂
々
と
詠
み
据
え
る
思
想
歌 

Ｄ 

そ
の
す
べ
て
に
わ
た
り
、
伝
統
的
詠
歌
の
規
矩
に
と
ら
わ
れ
ぬ
自
由
な

発
想
表
現
―
「
心
の
ま
ま
に
詞
の
匂
ひ
ゆ
く
」
詠
風
（
注
六
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
教
長
歌
の
特
色
と
京
極
派
歌
人
の
和
歌
の
特
色
に
は
隔
た
り
が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
教
長
歌
が
『
風
雅
集
』
に
五
首
も
入
集
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
本
稿
で
は
、
教
長
の
置
か
れ
た
立
場
と
、
和
歌
の
内
容
や
表
現
の
二
点
か

ら
こ
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。 

  
 
 

一 
 

  

同
時
代
歌
人
と
の
共
通
性
か
ら
、『
風
雅
集
』
撰
者
ら
（
注
七
）
が
教
長
の
立
場

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
考
え
て
み
た
い
。
教
長
と
同
じ
く
『
詞
花
集
』

初
出
の
歌
人
は
五
五
人
い
る
。
そ
の
う
ち
、『
詞
花
集
』
の
み
に
入
集
し
て
い
る
歌

人
が
三
〇
人
を
占
め
る
。『
詞
花
集
』
と
次
の
『
千
載
集
』
の
み
に
入
集
し
て
い
る

歌
人
は
七
人
で
あ
る
。
上
記
以
外
の
一
八
人
中
、『
玉
葉
集
』
と
『
風
雅
集
』、
あ

る
い
は
そ
の
一
方
に
入
集
し
て
い
る
歌
人
は
、
教
長
を
含
め
九
人
い
る
。
こ
の
九

人
に
つ
い
て
、
全
勅
撰
集
入
集
歌
数
、『
玉
葉
集
』
『
風
雅
集
』
そ
れ
ぞ
れ
の
入
集

歌
数
と
全
勅
撰
集
入
集
歌
数
に
お
け
る
割
合
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

  

  
全
勅
撰
集
入
集
歌
数
が
非
常
に
多
い
俊
成
を
除
く
と
、
す
べ
て
の
歌
人
が
『
玉

葉
集
』
よ
り
も
『
風
雅
集
』
に
多
く
入
集
し
て
い
る
。
ま
た
、
俊
成
と
俊
恵
以
外

は
皆
、
全
勅
撰
集
入
集
歌
数
に
お
け
る
『
風
雅
集
』
入
集
割
合
が
約
一
〇
％
以
上

で
、『
詞
花
集
』
初
出
歌
人
の
歌
が
『
風
雅
集
』
に
比
較
的
多
く
収
め
ら
れ
る
と
い

う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
崇
徳
院
に
つ
い
て
は
次
田
香
澄
氏
に
次
の
よ

登
蓮 

俊
恵 

源
頼
政 

祝
部
成
仲 

藤
原
相
如 

藤
原
俊
成 

藤
原
公
重 

崇
徳
院 

教
長 

 

一
九 

八
四 

五
九 

三
一 

七 四
〇
一 

六 八
一 

三
七 

全
勅
撰
集 

一 
 

五
・
三
％ 

三 
 

三
・
六
％ 

五 
 

八
・
五
％ 

一 
 

三
・
二
％ 

〇 
 

〇
％ 

五
九 

一
四
・
七
％ 

〇 
 

〇
％ 

七 
 

八
・
六
％ 

三 
 

八
・
一
％ 

『
玉
葉
集
』 

二 
 

一
〇
・
五
％ 

五 
 

六
・
〇
％ 

一
一 

一
八
・
六
％ 

四 
 

一
二
・
九
％ 

一 
 

一
四
・
三
％ 

二
八 

七
・
〇
％ 

二 
 

三
三
・
三
％ 

八 
 

九
・
九
％ 

五 
 

一
三
・
五
％ 

『
風
雅
集
』 



 

（
四
） 

う
な
指
摘
が
あ
る
。 

  
 

こ
れ
ら
遠
流
さ
れ
た
上
皇
た
ち
（
崇
徳
院
と
後
鳥
羽
院
…
稲
葉
注
）
の
歌
を

特
に
の
せ
た
と
こ
ろ
に
、
花
園
・
光
厳
両
院
が
自
ら
の
立
場
と
戦
争
体
験
に

徴
し
て
、
戦
乱
の
犠
牲
と
な
っ
た
崇
徳
・
後
鳥
羽
両
院
の
悲
惨
な
境
涯
に
同

情
を
よ
せ
、
そ
の
怨
霊
を
な
だ
め
鎮
魂
し
よ
う
と
も
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
れ
が
、
心
な
ら
ず
も
対
抗
さ
せ
ら
れ
悲
運
の
死
を
と
げ
た
後
醍
醐
院
に
対

す
る
追
善
と
も
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
崇
徳
院
の
歌
は
『
千
載
集
』

に
つ
い
で
風
雅
が
多
い
が
、
ま
た
崇
徳
院
の
配
所
で
の
作
は
玉
葉
（
雑
四
、

二
三
六
八
）
に
一
首
の
せ
た
以
外
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
体
流
罪

と
な
っ
た
も
の
の
配
所
で
の
歌
は
不
吉
と
し
て
勅
撰
集
に
入
れ
な
い
の
を
原

則
と
し
た
か
ら
、
こ
の
点
で
も
『
風
雅
集
』
の
態
度
は
進
取
的
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
注
八
） 

 

こ
の
よ
う
に
、
崇
徳
院
が
戦
乱
の
犠
牲
と
な
っ
た
こ
と
と
、『
風
雅
集
』
入
集
と
を

関
連
づ
け
て
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
の
表
の
よ
う
に
頼
政
も
『
風
雅
集
』
の

入
集
歌
が
多
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
田
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

同
時
に
、『
風
雅
集
』
に
は
武
家
の
歌
も
か
な
り
あ
る
。
当
時
の
情
勢
と
し
て
、

勅
撰
集
の
発
企
に
は
足
利
幕
府
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
当
然
と
い
え
よ
う
。（
略
）
古
く
は
武
人
に
し
て
文
事
に

秀
で
た
頼
政
の
歌
を
、
千
載
集
以
来
も
っ
と
も
数
多
く
入
れ
、（
略
） （

注
九
） 

足
利
幕
府
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
が
、
頼
政
も
ま
た
以
仁
王
と
と
も
に
平
家
打
倒

を
企
て
て
挙
兵
し
た
も
の
の
敗
れ
て
自
害
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
重
視
す
れ
ば
、

戦
乱
の
敗
者
と
し
て
崇
徳
院
と
共
通
し
て
お
り
、
頼
政
に
対
し
て
も
敗
者
に
対
す

る
同
情
の
念
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
（
注
一
〇
）。
そ
う
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
保
元
の
乱
に
加
わ
っ
た
教
長
も
戦
乱
の
敗
者
で
あ
り
、
さ
ら
に
は

崇
徳
院
と
関
係
の
深
い
歌
人
と
し
て
撰
者
ら
に
認
識
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
貧
道
集
』
に
は
配
流
地
へ
向
か
う
際
の
歌
も
収
め
ら

れ
て
い
る
。 

 

こ
と
に
あ
た
り
て
東
の
か
た
に
ま
か
り
け
る
に
、
お
ほ
い
な
る
川
の
ほ

と
り
に
ゆ
き
て
、
日
も
暮
れ
方
に
、
渡
し
守
は
や
渡
ら
な
む
と
急
が
せ

ば
、
い
と
も
の
悲
し
く
て
、
船
に
乗
ら
む
と
す
る
に
、
こ
の
川
を
ば
何

と
か
名
つ
く
る
と
と
ふ
に
、こ
れ
な
む
隅
田
河
と
い
ふ
は
昔
在
中
将
の
、

い
ざ
こ
と
と
は
む
都
鳥
と
詠
み
け
ん
を
思
ひ
い
で
ら
れ
て
、
来
し
方
行

く
末
も
の
あ
は
れ
な
る
こ
と
限
り
な
く
て
詠
め
る 

墨
田
河
今
も
流
れ
は
有
り
な
が
ら
ま
た
都
鳥
跡
だ
に
も
な
し 

同
じ
道
に
て
、
乗
り
換
へ
に
鹿
毛
な
る
馬
の
侍
り
し
、
た
づ
ね
侍
り
し

か
ば
、
足
を
病
み
て
さ
が
り
た
る
と
申
し
侍
り
し
か
ば 

日
の
光
照
ら
し
す
て
た
る
う
き
身
に
は か

げ
さ
へ
そ
は
ず
成
り
に
け
る
か
な 

か
く
て
ひ
た
ち
の
国
迄
に
、
よ
そ
か
あ
ま
り
に
ま
か
り
い
た
り
ぬ
、
い

た
ら
む
ず
る
所
は
し
た
の
う
き
島
と
な
ん
申
す
、
海
の
ほ
と
り
に
船
に

の
り
け
る
時
よ
め
る 



 

（
五
） 

日
を
へ
て
も
過
ぎ
し
都
の
つ
づ
き
ぞ
と
思
ふ
岸
辺
を
け
ふ
ぞ
離
る
る 

（
八
二
五
～
八
二
七
） 

 

配
流
と
直
接
関
わ
る
作
は
、『
貧
道
集
』
に
こ
の
三
首
の
み
で
あ
る
。
八
二
五
の
長

文
の
詞
書
が
『
伊
勢
物
語
』
の
東
下
り
の
段
を
摂
取
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
、

『
伊
勢
物
語
』
の
主
人
公
と
自
身
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
配
流
と
い
う
非
日

常
的
な
体
験
に
わ
ず
か
に
慰
め
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
、
印
象
深

い
（
注
一
一
）。 

一
方
、
頼
政
と
の
贈
答
も
一
組
見
ら
れ
る
。 

  
 
 
 

京
や
住
み
う
か
り
け
ん
、
ゐ
な
か
な
る
山
寺
に
ま
か
り
て
、
都
を
思
ひ

い
で
て
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る 

 
 

住
み
な
れ
し
思
ひ
の
家
を
あ
く
が
れ
て
さ
ら
ぬ
別
れ
の
門
出
を
ぞ
す
る 

か
へ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

頼
政
朝
臣 

わ
れ
も
さ
ぞ
思
ふ
お
も
ひ
の
家
ゐ
に
は
今
ま
で
い
で
ぬ
心
を
さ
な
ご 

（
九
五
六
・
九
五
七
） 

 

保
元
の
乱
で
は
、
後
白
河
天
皇
方
に
つ
い
た
頼
政
は
教
長
と
は
敵
と
味
方
に
分
か

れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
贈
答
は
召
還
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
稲
田
利
徳

氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
詞
書
の
「
京
や
住
み
う
か
り
け
ん
」
は
『
伊
勢
物
語
』

八
段
を
、
和
歌
の
「
さ
ら
ぬ
別
れ
」
は
次
に
示
す
八
四
段
の
贈
答
を
ふ
ま
え
て
い

る
。 

 

 
 

老
い
ぬ
れ
ば
さ
ら
ぬ
別
れ
の
あ
り
と
い
へ
ば 

い
よ
い
よ
見
ま
く
ほ
し
き
君
か
な 

世
の
中
に
さ
ら
ぬ
別
れ
の
な
く
も
が
な
千
代
も
と
い
の
る
人
の
子
の
た
め 

 

「
さ
ら
ぬ
別
れ
」
を
語
義
通
り
受
け
取
れ
ば
、
晩
年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

教
長
の
没
年
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
治
承
二
年
三
月
一
五
日
の
『
別
雷

社
歌
合
』
に
出
詠
し
て
い
る
こ
と
、『
山
槐
記
』
治
承
四
年
一
〇
月
一
五
日
条
に
「
故

教
長
入
道
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
と
推
定
さ
れ
（
注
一
二
）、
頼
政
は
治

承
四
年
五
月
二
六
日
に
没
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
頼
政
に
と
っ
て
も
ま
た
晩

年
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
風
雅
集
』
撰
者
ら
が
も
し
も
『
貧
道
集
』
を
目
に

し
て
い
た
ら
、
こ
れ
ら
の
歌
が
印
象
に
残
っ
て
い
た
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
確
証
は
な
い
も
の
の
、
乱
の
敗
者
と
し
て
教
長
が
着
目
さ
れ
た
可

能
性
を
考
え
て
お
き
た
い
（
注
一
三
）。 

  
 
 

二 

 

次
に
和
歌
内
容
と
表
現
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
教
長
の
『
風
雅
集
』
入
集
歌
は

次
の
五
首
で
あ
る
。 

 

題
し
ら
ず 

ち
ら
ざ
り
し
も
と
の
心
は
わ
す
ら
れ
て
ふ
ま
ま
く
を
し
き
花
の
庭
か
な 

（
巻
三
、
春
下
、
二
四
四
・
『
貧
道
集
』
一
三
八
、
初
句
「
ち
ら
さ
じ
の
」） 

崇
徳
院
よ
り
め
さ
れ
け
る
百
首
歌
に 



 

（
六
） 

ほ
に
い
で
て
ま
ね
く
と
な
ら
ば
花
す
す
き
す
ぎ
ゆ
く
秋
を
え
や
は
と
ど
め
ぬ 

（
巻
七
、
秋
下
、
七
〇
六
・
『
貧
道
集
』
五
二
四
、『
久
安
百
首
』
非
部
類
本
二
四

九
） 時

雨
を
よ
め
る 

時
雨
の
あ
め
な
に
と
ふ
る
ら
ん
は
は
そ
原
ち
り
て
の
後
は
色
も
ま
さ
ら
じ 

（
巻
八
、
冬
、
七
三
六
・
『
貧
道
集
』
五
三
七
） 

題
し
ら
ず 

し
ば
し
こ
そ
袖
に
も
つ
つ
め
涙
川
た
ぎ
つ
こ
こ
ろ
を
い
か
で
せ
か
ま
し 

（
巻
一
〇
、
恋
一
、
九
六
二
・
『
貧
道
集
』
六
四
二
） 

不
浄
観
の
こ
こ
ろ
を
よ
め
る 

前
参
議
教
長 

わ
た
つ
海
を
み
な
か
た
ぶ
け
て
洗
ふ
と
も
我
が
身
の
う
ち
を
い
か
で
き
よ
め
ん 

（
巻
一
八
、
釈
教
、
二
〇
九
四
・
『
貧
道
集
』
八
五
二
） 

 

こ
の
う
ち
、
一
首
目
の
「
ち
ら
ざ
り
し
」
歌
と
三
首
目
の
「
時
雨
の
あ
め
」
歌

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。「
ち
ら
ざ
り
し
」
歌
は
、『
風
雅
集
』
と
『
貧
道
集
』
と

で
初
句
に
異
同
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
表
現
で
も
意
味
す
る
内
容
に
違
い
は
な
い
。

桜
の
花
が
散
る
前
に
は
散
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
た
の
に
、
花
が
一
面

に
散
り
敷
い
た
庭
を
目
に
す
る
と
そ
の
気
持
ち
は
忘
れ
て
し
ま
い
、
今
度
は
踏
む

こ
と
を
惜
し
む
、
と
い
う
心
境
の
変
化
を
詠
む
。
こ
の
歌
に
見
ら
れ
る
「
花
の
庭
」

と
い
う
表
現
の
作
例
は
少
な
い
。
当
該
歌
以
前
の
も
の
は
次
の
『
万
葉
集
』
一
例

の
み
で
あ
る
。 

 

秋
風
の 

吹
き
こ
き
し
け
る 

花
の
庭 

清
き
月
夜
に 

見
れ
ど
あ
か
ぬ
か

も
（
巻
二
〇
、
四
四
七
七
、
大
伴
家
持
） 

 

『
万
葉
集
』
の
花
は
萩
で
、
教
長
が
こ
の
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
か
否
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
花
が
一
面
に
散
り
敷
い
た
庭
の
美
し
さ
を
詠
む
歌
で
あ
る
こ
と
は
共
通

し
て
い
る
。
当
該
歌
以
後
の
作
も
『
如
願
法
師
集
』
三
九
六
、『
雪
玉
集
』
四
七
六

の
二
例
し
か
な
い
（
注
一
四
）
。
岩
佐
美
代
子
氏
は
、『
玉
葉
集
』『
風
雅
集
』
に
は

「
特
異
句
」
の
使
用
が
多
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
異
句
と
は
、
岩
佐
氏

に
よ
る
と
、
二
十
一
代
集
中
、
あ
る
集
に
初
出
、
あ
る
い
は
一
集
の
み
に
し
か
使

用
さ
れ
て
い
な
い
句
を
指
し
（
注
一
五
）、
こ
れ
に
よ
る
と
「
花
の
庭
」
も
特
異
句

と
な
ろ
う
。「
花
の
庭
」
に
は
、
岩
佐
氏
が
例
示
さ
れ
る
京
極
派
の
特
異
句
、
た
と

え
ば
「
あ
か
つ
き
し
る
き
」「
あ
き
か
ぜ
ふ
れ
て
」
な
ど
の
よ
う
な
独
自
性
は
感
じ

ら
れ
な
い
も
の
の
、
花
が
一
面
に
散
り
敷
い
た
様
を
簡
潔
に
言
い
表
し
て
い
る
。

こ
の
表
現
に
着
目
し
て
の
撰
歌
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

ま
た
、
京
極
派
の
撰
ん
だ
『
玉
葉
集
』『
風
雅
集
』
に
は
、「
庭
」
の
語
を
詠
み

こ
ん
だ
歌
が
多
く
み
ら
れ
る
。『
風
雅
集
』
ま
で
の
勅
撰
集
の
「
庭
」
を
詠
む
歌
の

数
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

 

『
古
今
集
』
五
首 

『
後
撰
集
』
三
首 

『
拾
遺
集
』
四
首 

 

『
後
拾
遺
集
』
八
首 

『
金
葉
集
』
二
度
本 

五
首
、
三
奏
本 

な
し 

 
『
詞
花
集
』
六
首 

『
千
載
集
』
一
一
首 

『
新
古
今
集
』
三
八
首 

 

『
新
勅
撰
集
』
一
二
首 

『
続
後
撰
集
』
一
三
首 

『
続
古
今
集
』
一
九
首 

『
続
拾
遺
集
』
二
三
首 

『
新
後
撰
集
』
二
五
首 

『
玉
葉
集
』
六
九
首 

『
続
千
載
集
』
三
二
首 

『
続
後
拾
遺
集
』
一
五
首 

『
風
雅
集
』
七
三
首 

一
見
し
て
『
玉
葉
集
』『
風
雅
集
』
に
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
全
歌
数
に
お
け
る



 

（
七
） 

「
庭
」
を
詠
ん
だ
歌
の
割
合
を
見
て
も
、『
玉
葉
集
』
二
・
四
％
、『
風
雅
集
』
三
・

三
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
に
次
い
で
多
い
『
新
古
今
集
』
で
も
一
・
九
％

に
過
ぎ
な
い
。 

 

『
風
雅
集
』
の
庭
を
詠
ん
だ
歌
の
、
部
立
別
の
内
訳
は
、
春
七
首
、
夏
四
首
、

秋
二
五
首
、
冬
二
二
首
、
雑
一
一
首
、
釈
教
四
首
で
、
当
然
で
は
あ
ろ
う
が
、
四

季
部
の
作
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
京
極
派
歌
人
の
作
が
四
五
首
、
非
京
極
派

歌
人
の
作
が
二
八
首
で
あ
る
（
注
一
六
）。 

 

京
極
派
歌
人
の
詠
を
何
首
か
検
討
し
た
い
。 

  
 
 

春
の
御
歌
の
中
に 

Ａ
春
か
ぜ
は
柳
の
い
と
を
ふ
き
み
だ
し
庭
よ
り
は
る
る
夕
ぐ
れ
の
雨 

（
巻
二
、
春
中
、
一
二
一
、
後
伏
見
院
） 

題
し
ら
ず 

 

Ｂ
な
に
と
な
く
庭
の
木
ず
ゑ
は
霞
み
ふ
け
て
い
る
か
た
は
る
る
山
の
は
の
月 

（
巻
二
、
春
中
、
一
二
四
、
永
福
門
院
） 

百
首
歌
の
中
に 

Ｃ
ふ
け
ぬ
な
り
ほ
し
あ
ひ
の
空
に
月
は
入
り
て
秋
風
う
ご
く
庭
の
と
も
し
火 

（
巻
五
、
秋
上
、
四
七
一
、
光
厳
院
） 

秋
の
御
歌
に 

 

Ｄ
ま
萩
ち
る
庭
の
秋
風
身
に
し
み
て
夕
日
の
か
げ
ぞ
か
べ
に
消
え
行
く 

（
巻
五
、
秋
上
、
四
七
八
、
永
福
門
院
） 

伏
見
院
御
時
、
六
帖
の
題
に
て
人
人
に
歌
よ
ま
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
秋

雨
を 

Ｅ
庭
の
虫
は
な
き
と
ま
り
ぬ
る
雨
の
夜
の
か
べ
に
お
と
す
る
き
り
ぎ
り
す
か
な 

（
巻
六
、
秋
中
、
五
六
四
、
京
極
為
兼
）

月
前
草
花
を 

Ｆ
風
に
な
び
く
を
ば
な
が
す
ゑ
に
か
げ
ろ
ひ
て
月
と
ほ
く
な
る
あ
り
あ
け
の
庭 

（
巻
七
、
秋
下
、
六
三
四
、
花
園
院
） 

時
雨
を 

Ｇ
夕
日
さ
す
お
ち
葉
が
う
へ
に
し
ぐ
れ
す
ぎ
て
庭
に
み
だ
る
る
う
き
雲
の
か
げ 

（
巻
八
、
冬
、
七
三
〇
、
光
厳
院
） 

 

夕
雪 

Ｈ
ふ
り
つ
も
る
色
よ
り
月
の
か
げ
に
な
り
て
夕
ぐ
れ
み
え
ぬ
庭
の
し
ら
雪 

（
巻
八
、
冬
、
八
五
四
、
伏
見
院
） 

 

「
は
じ
め
に
」
で
引
用
し
た
福
田
秀
一
氏
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
京
極
派
に
は

風
景
の
時
間
的
推
移
を
歌
っ
た
作
が
多
い
。
こ
こ
に
示
し
た
歌
で
も
、
Ａ
は
降
っ

て
い
た
雨
が
上
が
り
、
晴
れ
て
い
く
景
、
Ｂ
Ｃ
Ｆ
は
夜
が
更
け
る
こ
と
に
伴
う
光

の
変
化
、
Ｄ
は
夕
日
の
光
が
消
え
て
行
く
様
、
Ｅ
は
秋
が
更
け
る
の
に
伴
っ
て
、

庭
か
ら
壁
へ
移
動
し
た
コ
オ
ロ
ギ
の
声
、
Ｇ
は
時
雨
が
降
り
過
ぎ
た
後
の
庭
の
景
、

Ｈ
は
降
り
積
も
っ
た
雪
の
白
さ
と
昇
っ
て
き
た
月
の
光
と
が
混
然
一
体
と
な
っ
て

い
る
様
を
詠
ん
で
お
り
、
い
ず
れ
も
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
化
す
る
自
然
を
歌

っ
て
い
る
。
京
極
派
歌
人
の
自
然
詠
が
実
景
か
観
念
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
注
一
七
）
が
、
多
く
は
題
詠
歌
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

実
景
そ
の
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で

も
実
際
に
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
自
然
を
材
料
と
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
と
思



 

（
八
） 

わ
れ
、
自
然
の
変
化
を
細
や
か
に
描
き
出
す
京
極
派
歌
人
た
ち
に
、
庭
は
最
も
身

近
に
自
然
を
観
察
で
き
る
場
、
ま
た
、
自
然
の
微
妙
な
変
化
を
描
き
出
す
こ
と
の

で
き
る
場
と
し
て
好
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
教
長
歌
も
、
時
間
の
経
過

に
よ
っ
て
庭
の
様
子
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
心
情
も
変
化
し
た
と
い
う
発
想

が
共
感
を
得
て
入
集
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
歌

の
後
に
次
の
歌
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

 

百
首
歌
に 

ち
り
ぬ
と
て
な
ど
て
桜
を
う
ら
み
け
む
ち
ら
ず
は
見
ま
し
け
ふ
の
庭
か
は 

（
二
四
五
、
藤
原
定
家
） 

 

散
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
て
桜
を
恨
ん
で
い
た
の
に
、
散
っ
た
今
は
花
に
覆
わ
れ
た

庭
を
愛
で
て
い
る
。
桜
が
散
っ
て
庭
の
様
子
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
変
化
し

た
心
情
を
詠
む
と
い
う
共
通
す
る
発
想
の
歌
が
、
二
首
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。 

 

次
に
、「
時
雨
の
あ
め
な
に
と
ふ
る
ら
ん
は
は
そ
原
ち
り
て
の
後
は
色
も
ま
さ
ら

じ
」
歌
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
時
雨
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
降
る
の
だ
ろ
う
、

柞
の
原
に
、
散
っ
た
後
で
は
い
く
ら
降
り
注
い
で
も
紅
葉
の
色
が
濃
く
な
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
に
と
詠
む
。
時
雨
は
和
歌
に
お
い
て
は
紅
葉
を
色
づ
か
せ
る
も
の

と
し
て
詠
ま
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
で
は
既
に
紅
葉
が
散
っ
て
し
ま
い
、
時
雨

は
そ
の
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
実
景
と
し
て
は
、
落
ち
葉

に
時
雨
が
降
り
注
い
で
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
散
る
前
に
は
変

え
ら
れ
た
の
に
、
散
っ
て
し
ま
っ
た
今
で
は
変
化
さ
せ
よ
う
に
も
さ
せ
ら
れ
な
い

紅
葉
が
対
比
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
自
然
の
変
化
を
詠
ん
だ
歌
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
も
『
風
雅
集
』
中
に
類
想
の
作
が
見
ら
れ
る
。 

  
 
 
 

冬
歌
の
中
に 

さ
そ
ひ
は
て
し
嵐
の
後
の
夕
し
ぐ
れ
庭
の
お
ち
葉
を
猶
や
そ
む
ら
む 

（
巻
八
、
冬
、
七
四
三
、
永
陽
門
院
左
京
大
夫
） 

 

永
陽
門
院
左
京
大
夫
は
、
後
深
草
院
皇
女
永
陽
門
院
の
女
房
で
、
京
極
派
歌
人
。

こ
の
歌
で
も
、
落
ち
葉
に
降
り
注
ぐ
時
雨
を
詠
み
、
な
お
も
色
濃
く
染
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
訝
し
ん
で
い
る
。
七
二
九
～
七
四
五
は
時
雨
の
歌
群

で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
類
想
の
二
首
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
着
想
の
面
白

さ
に
よ
っ
て
撰
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

  
 
 

ま
と
め 

  

以
上
、
教
長
歌
が
『
風
雅
集
』
に
比
較
的
多
く
入
集
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て

の
考
察
を
試
み
た
。
保
元
の
乱
で
敗
れ
て
配
流
さ
れ
た
と
い
う
立
場
が
入
集
の
一

つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
可
能
性
を
示
し
た
。
ま
た
、『
風
雅
集
』
入
集
歌
の
う
ち

の
二
首
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、「
ち
ら
ざ
り
し
」
歌
で
は
、
京
極
派
歌

人
が
多
く
詠
む
「
庭
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
自
然
の
変
化
に
伴
う
心
情
の
変

化
が
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
、「
時
雨
の
あ
め
」
歌
で
は
、
自
然
の
状
況
の
違
い
が
対

比
的
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
風
と
し
て
は
隔
た
り



 

（
九
） 

の
あ
る
教
長
と
京
極
派
で
あ
る
が
、
個
々
の
歌
に
つ
い
て
子
細
に
見
て
み
る
と
、

教
長
歌
の
中
に
は
京
極
派
が
好
む
要
素
を
持
つ
歌
や
京
極
派
歌
人
の
作
と
共
通
性

を
も
つ
歌
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

 

本
稿
で
は
、『
風
雅
集
』
に
入
集
し
た
教
長
歌
五
首
中
二
首
の
検
討
に
と
ど
ま
り
、

他
の
三
首
に
つ
い
て
は
ど
の
点
が
京
極
派
歌
人
に
評
価
さ
れ
た
の
か
、
見
通
し
を

持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

注 一 
 

『
風
雅
和
歌
集
論
考
』
桜
楓
社
、
一
九
七
九
年
、
六
六
ペ
ー
ジ
。 

二 
 

『
和
歌
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
、「
貧
道
集
」
の
項
、
松
野
陽

一
氏
。 

三 
 

『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
年
、「
貧
道
集
」

の
項
、
黒
田
彰
子
氏
。 

四 
 

本
文
は
、
私
家
集
は
『
私
家
集
大
成
』
ｗ
ｅ
ｂ
版
に
、
そ
れ
以
外
は
『
新

編
国
歌
大
観
』
ｗ
ｅ
ｂ
版
に
よ
り
、
表
記
は
改
め
た
。 

五 
 

『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
、
四
一
七
～
四
一
八

ペ
ー
ジ
。 

六 
 

『
玉
葉
和
歌
集
全
注
釈 

別
巻
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
六
年
、
八
一
ペ
ー

ジ
。 

七 
 

『
風
雅
集
』
の
撰
者
は
古
く
は
花
園
院
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は

光
厳
院
撰
で
花
園
院
監
修
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
次
田
香
澄
氏
・
岩
佐
美
代
子

氏
『
風
雅
和
歌
集
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
五
年
、
二
〇
～
二
五
ペ
ー
ジ
・
次

田
香
澄
氏
『
玉
葉
集 

風
雅
集
攷
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
一
二
四
～
一

三
三
ペ
ー
ジ
・
岩
佐
美
代
子
氏
『
風
雅
和
歌
集
全
注
釈 

下
巻
』
笠
間
書
院
、

二
〇
〇
四
年
、
四
三
一
～
四
三
三
ペ
ー
ジ
な
ど
）。
ま
た
、
寄
人
は
正
親
町
公
蔭
・

二
条
為
基
（
玄
哲
）・
冷
泉
為
秀
・
綾
小
路
重
資
（
岩
佐
美
代
子
氏
、
同
前
、
四

二
七
ペ
ー
ジ
な
ど
）。 

八 
 

『
玉
葉
集 

風
雅
集
攷
』
一
六
九
ペ
ー
ジ
。 

九 
 

注
八
に
同
じ
。
一
六
九
～
一
七
〇
ペ
ー
ジ
。 

一
〇 

頼
政
の
『
玉
葉
集
』『
風
雅
集
』
入
集
歌
に
つ
い
て
は
、
小
原
幹
雄
氏
に
「
頼

政
の
歌
と
『
玉
葉
集
』・『
風
雅
集
』」（『
島
大
国
文
』
二
四
巻
、
一
九
九
六
年
二

月
）
が
あ
る
。 

一
一 

教
長
の
歌
の
『
伊
勢
物
語
』
享
受
に
つ
い
て
は
、
稲
田
利
徳
氏
「
藤
原
教

長
の
『
貧
道
集
』
と
『
伊
勢
物
語
』」（『
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
』
第
一

一
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）
に
詳
し
い
。 

一
二 

多
賀
宗
隼
氏
『
鎌
倉
時
代
の
思
想
と
文
化
』
目
黒
書
店
、
一
九
四
六
年
、

三
五
ペ
ー
ジ
。 

一
三 

な
お
、
表
に
示
し
た
う
ち
、
教
長
・
俊
成
以
外
に
崇
徳
天
皇
歌
壇
に
参
加

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
歌
人
に
藤
原
公
重
が
い
る
。
全
勅
撰
集
入
集
歌

数
が
六
首
と
少
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
『
風
雅
集
』
に
二
首
入
集
し
て
い
る
こ
と

が
注
意
さ
れ
る
。 

一
四 

『
新
千
載
集
』
で
は
一
五
四
の
宜
秋
門
院
丹
後
歌
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の

歌
は
『
正
治
初
度
百
首
』
で
は
「
春
の
庭
」
で
あ
る
の
で
除
外
し
た
。 

一
五 
『
京
極
派
歌
人
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
四
年
、
四
一
五
ペ
ー
ジ
～

四
三
八
ペ
ー
ジ
。 



 

（
一
〇
） 

一
六 

そ
れ
ぞ
れ
の
歌
番
号
を
示
す
。
京
極
派
歌
人
は
、
一
二
一
・
一
二
四
・
三

一
〇
・
三
九
七
・
四
三
二
・
四
七
一
・
四
七
八
・
四
八
一
・
四
八
四
・
四
九
七
・

五
一
〇
・
五
二
八
・
五
五
六
・
五
五
七
・
五
六
四
・
五
七
八
・
五
八
一
・
六
〇

五
・
六
三
三
・
六
三
四
・
六
四
二
・
六
四
五
・
七
〇
九
・
七
一
一
・
七
一
五
・

七
二
八
・
七
三
〇
・
七
四
三
・
七
四
八
・
七
四
九
・
七
六
二
・
七
七
三
・
七
八

四
・
八
〇
四
・
八
一
四
・
八
三
九
・
八
五
一
・
八
五
四
・
八
七
八
・
一
五
三
三
・

一
七
五
六
・
一
八
八
〇
・
一
九
七
三
・
二
〇
五
六
・
二
〇
九
〇
、
非
京
極
派
歌

人
は
、
二
・
四
〇
・
一
八
〇
・
二
四
四
・
二
四
五
・
三
八
二
・
四
八
三
・
五
〇

一
・
五
五
八
・
七
一
三
・
七
一
六
・
七
五
八
・
七
七
五
・
八
〇
三
・
八
一
三
・

八
三
四
・
八
六
二
・
八
六
三
・
八
八
七
・
一
四
一
五
・
一
五
四
九
・
一
五
五
〇
・

一
五
八
三
・
一
六
五
四
・
一
七
五
五
・
一
七
六
五
・
二
〇
九
一
・
二
〇
九
二
。

京
極
派
歌
人
の
認
定
は
、
岩
佐
美
代
子
氏
『
京
極
派
歌
人
の
研
究
』
四
四
七
～

四
五
〇
ペ
ー
ジ
第
三
表
に
よ
る
。 

一
七 

実
景
と
考
え
る
の
は
、
次
田
香
澄
氏
（『
玉
葉
集 

風
雅
集
攷
』
一
九
九
～

二
二
八
ペ
ー
ジ
）、
岩
佐
美
代
子
氏
（『
京
極
派
和
歌
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
一

九
八
七
年
、
三
～
一
六
ペ
ー
ジ
）
な
ど
、
観
念
と
考
え
る
の
は
、
大
坪
利
絹
氏

（
注
一
に
同
じ
、
四
七
～
四
八
ペ
ー
ジ
）
な
ど
、
片
野
達
郎
氏
は
「『
玉
葉
』
・

『
風
雅
』
の
叙
景
歌
に
お
け
る
写
実
的
性
格
は
、（
略
）
作
者
をマ

マ

心
を
通
し
、

主
観
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
対
象
の
写
実
的
表
現
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。」（『
日
本
文
芸
と
絵
画
の
相
関
性
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
五

年
、
一
一
〇
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
る
。 

 


